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板井小学校�
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常民文化史料館�

国
道
８
号�

町�黒�埼�

老人福祉センター�
デイサービスセンター�

30 35 40 45 50

新津市� 28.6

豊栄市� 36.8

横越町� 32.9

亀田町� 42.6

黒埼町� 44.7

新潟市への通勤率�

他市町村の15歳以上の就業者が本市へ通勤する割合（％）�

西川町� 47.9

味方村� 51.9

横越町� 58.5

亀田町� 65.4

黒埼町� 68.0

新潟市への通学率�

他市町村の15歳以上の通学者が本市へ通学する割合（％）�
50 55 60 65 70

西川町�

新潟市での購買率�

他市町村の消費者が本市で買い物する割合（％）�
4030 50 60 70

豊栄市�

横越町�

亀田町�

黒埼町� 65.5

38.9

36.1

31.0

36.2

市　報　に い が た（3） 合併特集号 （2）平成11年３月28日

圏
・
行
動
圈
の
広
が
り
に
伴
い

多
く
の
共
通
課
題
を
抱
え
て
い

る
こ
と
か
ら
、
既
に
可
能
な
範

囲
で
共
同
し
た
対
応
を
と
っ
て

い
ま
す
。

例
え
ば
、
ご
み
・
し
尿
に
つ

い
て
は
、
両
市
町
お
よ
び
亀
田

町
、
横
越
町
と
連
携
し
、
広
域

清
掃
事
務
組
合
を
設
置
。
亀
田

焼
却
場
な
ど
を
共
同
運
営
し
て

い
ま
す
。

ま
た
、
本
市
の
青
山
斎
場
で

は
、
黒
埼
町
民
の
火
葬
を
受
託
。

消
防
の
分
野
で
も
協
定
を
結

び
、
相
互
応
援
体
制
を
と
っ
て

い
ま
す
。

こ
れ
ら
は
、
現
在
の
市
町
村

制
度
を
補
完
す
る
取
り
組
み
と

し
て
行
っ
て
い
ま
す
が
、
合
併

に
よ
っ
て
よ
り
効
率
的
な
自
治

体
経
営
が
で
き
ま
す
。

進
ん
で
き
た
結
果
と
も
言
え
ま

す
。と

り
わ
け
地
形
的
に
本
市
に

大
き
く
食
い
込
ん
で
い
る
黒
埼

町
と
本
市
は
、
現
在
の
行
政
区

域
に
か
か
わ
ら
ず
、
生
活
実
感

と
し
て
既
に
�
同
じ
ま
ち
�
と

言
え
る
ほ
ど
緊
密
に
な
っ
て
き

て
い
ま
す
。

両
市
町
で
は
、
住
民
の
生
活

い
物
先
に
つ
い
て
も
、
平
成
８

年
３
月
の
県
広
域
商
圏
動
向
調

査
報
告
書
に
よ
る
と
、
町
住
民

が
本
市
で
買
い
物
を
す
る
割
合

は
65
・
５
％
（
以
下
、
亀
田
町
、

西
川
町
、
横
越
町
）
と
、
次
点

の
38
・
９
％
を
大
き
く
引
き
離

し
て
い
ま
す
＝
グ
ラ
フ
＝
。

こ
う
し
た
数
値
は
、
道
路
や

交
通
機
関
な
ど
の
発
達
を
背
景

に
、
新
潟
都
市
圈
域
内
の
交
流

が
活
発
化
す
る
と
と
も
に
、
住

民
生
活
レ
ベ
ル
で
の
一
体
化
が

平
成
７
年
の
国
勢
調
査
に
よ

る
と
、
黒
埼
町
か
ら
本
市
へ
の

通
勤
率
（
15
歳
以
上
の
就
業
者

が
本
市
へ
通
勤
す
る
割
合
）
は

44
・
７
％
（
以
下
、
亀
田
町
、

豊
栄
市
、
横
越
町
）
と
、
近
隣

市
町
村
の
中
で
最
高
と
な
っ
て

い
ま
す
。

15
歳
以
上
の
通
学
率
に
つ
い

て
も
同
様
な
こ
と
が
言
え
、
実

に
町
の
通
学
者
の
68
・
０
％

（
以
下
、
亀
田
町
、
横
越
町
、

味
方
村
）
が
本
市
へ
流
入
。
買

！�

赤塚村赤塚村�
昭36.6.136.6.1

中野小屋村中野小屋村�
昭36.6.136.6.1

内野町内野町�
昭35.1.1135.1.11

坂井輪村坂井輪村�
昭29.11.129.11.1

鳥屋野村鳥屋野村�
昭18.12.818.12.8

曽野木村曽野木村�
昭32.5.332.5.3

沼垂町沼垂町�
大3.4.13.4.1

石山村石山村�
昭18.12.818.12.8

大江山村大江山村�
昭32.5.332.5.3

大形村大形村�
昭18.6.118.6.1

松ヶ崎浜村松ヶ崎浜村�
昭29.4.529.4.5 南浜村南浜村�

昭29.11.129.11.1

両川村両川村�
昭32.5.332.5.3

旧新潟市旧新潟市�

赤塚村�
昭36.6.1

中野小屋村�
昭36.6.1

内野町�
昭35.1.11

西　蒲　原　郡� 中　蒲　原　郡�

北　蒲　原　郡�坂井輪村�
昭29.11.1

鳥屋野村�
昭18.12.8

曽野木村�
昭32.5.3

沼垂町�
大3.4.1

石山村�
昭18.12.8

大江山村�
昭32.5.3

大形村�
昭18.6.1

松ヶ崎浜村�
昭29.4.5 南浜村�

昭29.11.1

濁川村濁川村�
昭29.11.129.11.1
濁川村�
昭29.11.1

両川村�
昭32.5.3

旧新潟市�

［新潟市域の移りかわり］�

　
明
治
22
年
４
月
１
日
に
、

関
屋
古
新
田
と
の
合
併
に
よ

り
市
制
を
施
行
し
て
以
来
、
本

市
は
８
回
・
２
町
12
村
と
の
合
併

＝
図
＝
を
重
ね
、
現
在
の
市
域
と

な
り
ま
し
た
。�

　
都
市
と
し
て
の
拠
点
性
を
高
め
「
中

核
市
」
に
ま
で
に
至
っ
た
今
日
の
繁
栄

も
、
こ
う
し
た
一
連
の
合
併
が
そ
の
礎

と
な
っ
て
い
ま
す
。
各
地
区
が
互
い
に
連

携
し
機
能
を
分
担
し
つ
つ
、
都
市
全
体
と

し
て
魅
力
を
醸
し
だ
す
姿
は
今
日
の
市
政
に

も
活
か
さ
れ
て
い
ま
す
。�

�

黒埼町アラカルト

○人口

○世帯数

○1世帯当たり人員

○年齢別３区分人口

・年少人口（０～14歳）

・生産年齢人口（15～64歳）

・老年人口（65歳以上）

○産業別就業人口

・第１次

・第２次

・第３次

○面積

○土地利用

・市街化区域

○財政（平成11年度一般会計当初予算）

・市街化調整区域（市街化を抑制すべき区域）

既に市街地を形成している区域およ

び、おおむね10年以内に優先的かつ計

画的に市街化を図る区域（ ）

※面積を除き「平成７年　国勢調査結果」（総務庁統計局）による

※面積はＨ8.10.1「全国都道府県市区町村別面積調」（建設省国土地

理院）による

※市街化区域と市街化調整区域の面積は、Ｈ9.3.18新潟県告示第 733

号による

（ ）は新潟市

23,605人（494,769人）

6,792世帯（182,534世帯）

3.48人（2.71人）

約18％（15％）

約69％（71％）

約13％（14％）

約８％（３％）

約28％（24％）

約64％（73％）

25.97k㎡（205.94k㎡）

約15％（38％）

約85％（62％）

82億円（1,962億円）

熱気あふれる黒埼まつり熱気あふれる黒埼まつり�熱気あふれる黒埼まつり�

商業集積が進む国道８号沿線商業集積が進む国道８号沿線�商業集積が進む国道８号沿線�

一体化の進む両市町の境界付近一体化の進む両市町の境界付近�一体化の進む両市町の境界付近�

緒立温泉の源泉をひいた、入浴施設がある「黒埼荘」緒立温泉の源泉をひいた、入浴施設がある「黒埼荘」�緒立温泉の源泉をひいた、入浴施設がある「黒埼荘」�

豊かな実りをもたらす南部の田園地帯豊かな実りをもたらす南部の田園地帯�豊かな実りをもたらす南部の田園地帯�
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